
令和４年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 国語科の学習において大事なことを選び取ってメモをする機会を意図的に取り入れたり、

他教科等の時間にも活用する機会を設定したりした。話の意図を考えながら内容を聞き

取る力がついてきている。 

・ 「言葉の特徴や使い方に関する事項」を身に付けるため、中・高学年は、辞書をいつも

手元に置くようにした。言葉の理解を深めることができた。 

・ 段落のまとまりを考えながら読む力を付けるため、年間を通して物語だけではなく、説

明的文章にも触れる機会を設定してきた。すすんで読書をする児童が増え、読んで理解

する力がついてきている。 

 

（２） 課題 

・ 気付いたことや感想などを表現する機会を多く設定するなど、自信をもつことができる

ようにすることで、間違いを恐れずに自分の考えをもって表現することができる力を育

てることが引き続きの課題である。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和４年度結果 令和３年度結果 令和２年度結果 

第４学年 

目標値に対する達成率

は、約７割５分であり、

約２割５分の児童が目

標を達成していない。前

年の４年生に比べて達

成率が低くなっている。 

  

第５学年 

目標値に対する達成率

は、約７割５分であり、

約２割５分の児童が目

標を達成していない。昨

年度と比べて、目標を達

成した児童の割合が約

５分減少した。 

目標値に対する達成率

は、約８割であり、約２

割の児童が目標を達成

していない。 

 

第６学年 

目標値に対する達成率

は、約８割５分であり、

約１割５分の児童が目

標を達成していない。昨

年度と比べて、目標を達

成した児童の割合が約

１割増加した。 

目標値に対する達成率

は、約７割５分であり、 

約２割５分の児童が目

標を達成していない。昨

年度と比べて、目標を達

成した児童の割合が約

５分減少した。 

目標値に対する達成率

は、約８割であり、約２

割の児童が目標を達成

していない。 

 

 



（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 目標値を 4.7 ポイント上

回っている。知識・技能

の定着が認められる。し

かし、領域別にみると「漢

字を書く」に課題があり、

様々な言葉に触れる機会

が少ないことが理由とし

て考えられる。 

・ 目標値に対しては、4.8ポ

イント上回っている。し

かし、領域別にみると「書

くこと」が比較的ポイン

トが低く、目的を意識し

て書く機会が少ないこと

によるものと考えられ

る。 

・ 目標値を 1.4 ポイント下

回っている。「書くこと」

の領域での無回答が見ら

れたことに起因してお

り、より言葉に親しみ自

信をもって学んだ言葉を

使うことが少ないことに

よるものと考えられる。 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ ５年生は 6.5 ポイント、

６年生は 14.1ポイント、

目標値を上回っている。

知識・技能の定着が認め

られる。学年間のポイン

トの差は、「漢字を書く」

領域の差に起因してお

り、より漢字や多くの言

葉に親しむことが少ない

ことが理由として考えら

れる。 

・ ５年生は 6.0 ポイント、

６年生は 8.5 ポイント、

目標値を上回っている。

しかし、領域別にみると

「書くこと」のポイント

が比較的低く、自分の意

見を明確にして書く機会

が少ないことが理由とし

て考えられる。 

・ ５年生は 0.9 ポイント、

６年生は 10.6ポイント、

目標値を上回っている。

学年間のポイントの差

は、５年生の「書くこと」

の領域に無回答が比較的

多く見られたことに起因

しており、自分の意見な

ど、より自信をもって学

んだ言葉を使うことが少

ないことによるものと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別）   

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 各学年の配当漢字につい

ては、ドリル、単元ごと

の小テストを活用し、繰

り返し練習させて定着を

図ることができるように

する。 

・ 思ったことを話したり書

いたりする機会を多く設

けることで、間違いを恐

れずに、自分の考えをも

ち、自ら表現することが

できる力を育てる。 

・ 内容や感想など、自分の

考えや思いを伝え合う機

会をもち、伝え合う楽し

さを感じ、すすんで表現

することができるように

する。 

 

（２）中学年   

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 各学年の配当漢字につい

ては、大田区漢字検定に

向けて、繰り返し過去問

題に取り組ませるなど

で、知識の定着を図るこ

とができるようにする。 

・ 継続して国語辞典、漢字

辞典を日常的に活用させ

ることで、語彙を豊かに

することができるように

する。 

 

・ 考えを明確にして、指定

された長さで文章を書く

活動を取り入れること

で、目的を意識して書く

ことができるようにす

る。 

・ 他教科でも学習感想や考

察を書く場面を意図的に

設けることで、表現する

力を高めることができる

ようにする。 

・ 文章に対する感想や意見

を伝え合う機会を設定

し、自分の考えが相手に

伝わるよさに気付き、意

欲的に書くことができる

ようにする。 

 

 

（３）高学年  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 各学年の配当漢字につい

ては、大田区漢字検定に

向けて、繰り返し過去問

題に取り組ませること

で、充実を図ることがで

きるようにする。 

・ 継続して国語辞典、漢字

辞典を日常的に活用させ

ることで、語彙を豊かに

し、語感や言葉の使い方

に対する意識を育てるこ

とができるようにする。 

・ 要約、共通点への着目、

文字数の制限、事例や理

由の列挙など様々な書く

方法を取り入れ、条件に

合わせて文章を書く力、

自分の意見を明確にして

文章を書く力を伸ばすこ

とができるようにする。 

・ 他教科でも学習感想や考

察を書く場面を意図的に

設けることで、表現する

力をより確かにすること

ができるようにする。 

・ 文章全体の構成や展開が

明確になっているかなど

に着目して感想や意見を

伝え合う機会を設定し、

自分の考えが相手に伝え

合わるよさに気付き、意

欲的に書くことができる

ようにする。 

 

 

 

 

 



令和４年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ それぞれの学習段階において日常的に地図帳を活用するとともに、一昨年度の授業改善

推進プランであった校内での都道府県検定を継続して実施することで、国土に関する知

識獲得への意欲を引き出すことができた。 

・ 資料の読み取りに関して、どの学年も発達段階に合わせて工夫して資料提示している。

中学年はイラストや写真から分かったことを学級で交流し、その集約から学習のまとめ

を行った。高学年では資料の中から必要な情報を抽出し、事実同士の関連を意識しなが

らまとめる活動をした。それにより、資料の中から学習課題の解決のための情報を適切

に調べる力が定着した。 

・ 表現活動として、新聞記事を基にしたスピーチや、社会的事象に関する課題について児

童が議論するなど、学年の実態に応じて様々なものを実践した。これにより、社会的事

象と自分とのつながりを意識させ、学習への意欲や、表現力を養うことができた。 

（２） 課題 

・ 引き続き、文章資料やグラフや図などの資料から課題解決に向けた情報を抽出するとと

もに、雨温図などの複合的な資料においても正確に読み取ることができる力を系統的に

身に付けることができるような機会を設定することが課題である。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和４年度結果 令和３年度結果 令和２年度結果 

第４学年 

目標値に対する達成率は約

７割５分であり約２割５分

の児童が目標を達成してい

ない。前年の第４学年に比

べて達成率が低くなってい

る。 

  

第５学年 

目標値に対する達成率は約

７割５分であり、約２割５

分の児童が目標を達成して

いない。昨年度に比べて目

標を達成した児童の割合は

約１割減った。 

目標値に対する達成率は約

８割５分であり、約１割５分

の児童が目標を達成してい

ない。 

 

第６学年 

目標値に対する達成率は約

７割であり、約３割の児童

が目標を達成していない。

昨年度に比べて目標を達成

した児童の割合は約５割減

った。 

目標値に対する達成率は約

７割５分であり、約２割５分

の児童が目標を達成してい

ない。昨年度に比べて目標を

達成した児童の割合は、ほと

んど変化がない。 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２

割５分の児童が目標を達

成していない。 



 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 目標値は1.2ポイント上回っ

ているものの、前年の第４学

年４年生と比較すると正答

率が低い。日常的に資料を活

用する機会が少ないことに

よるものと考えられる。 

・ 目標値は 5 ポイント上回っ

ているものの、前年の４年

生と比較すると正答率が低

い。資料を基に判断する機

会が少ないことによるもの

と考えられる。 

・ 目標値は 5.6 ポイント上回っ

ているものの、前年の４年生と

比較すると正答率が低い。身近

なことから学習課題を設定す

る機会が少ないことによるも

のと考えられる。 

 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 第５学年は目標値を7ポイン

ト、第６学年は目標値を 3.8

ポイント上回り、前年度比に

おいても同程度の水準を保

っているが、第６学年「日本

の国土と人々のくらし」は、

目標値を下回っている。日常

的に地図帳を活用していく

機会が少ない児童がいるこ

とによるものと考えられる。 

・ 第５学年は目標値を 3.2 ポ

イント、第６学年は目標値

を 2.9 ポイント上回ってい

るものの、第６学年生に関

しては、前年度と比較する

と正答率が低い。資料を基

に判断する機会が少ないこ

とによるものと考えられ

る。 

・ 第５学年は目標値を 5.6 ポイ

ント、第６学年は目標値を3.5

ポイント上回ると共に、前年度

比においても同程度の水準を

保っている。が第６学年「安全

を守る活動」は、目標値を下回

っている。、発言以外の学習活

動が少ないことによるものと

考えられる。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 日常的に地図帳を活用する

ことによって、第３学年は地

図記号、第４学年は等高線な

ど、情報の読み取りを習慣化

できるようにする。 

・ 文章資料だけでなく、グラフ

や図、絵など様々な資料を用

いる機会を増やし、情報を適

切に読み取ることができる

ようにする。 

・ 発言や文章、絵や図、ポス

ター、新聞やリーフレット

など様々な表現活動を行

う。新聞やリーフレットで

表現活動を行う際には、内

容を教科書やその他資料を

基に自分で考え、まとめる

ことができるようにする。 

・ 児童がイラストや写真資料か

ら気付いたことや分かること

を話し合うことで、課題を解決

するための学習問題を自分た

ちで設定し、意欲的に取り組む

ことができるようにする。 

・ 発言以外にも ICT やノートで

の表現活動を重視することに

より、自信をもって取り組むこ

とができるようにする。 

 



（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 日常的に地図帳を活用し、第

３学年で学習する地図記号

と、第４学年で学習する等高

線を用いて、第５学年の国土

の学習の土地利用の課題解

決を行うことにより、資料活

用の技能を系統的に身に付

けられるようにする。 

・ グラフなどから分かる傾向

などを基に学習課題を見出

し、情報を抽出して、それら

を関連付けながらまとめて

いく活動を行うことで、資料

を基に課題解決することが

できるようにする。 

・ 新聞記事を用いたスピーチ

活動や、社会的事象に関す

る今日的な課題についての

議論を取り入れることで、

より考えを広げたり、深め

たりすることができるよう

にする。 

・ 児童同士が議論を行う際に

は、調べた内容を振り返っ

たり、課題を共有したりす

ることで、既習の知識や生

活の中での経験を基に話し

合わせるようにする。 

・ 「いかす」の段階で行う際

には、児童が自分の考えを

広めたり、深めたりするこ

とできるようにする。 

・ 既習事項や日常の経験から児

童が持っている知識に対し、矛

盾を感じるような資料を提示

し、疑問をもつことができるよ

うにする。また、過去と現在の

写真を比較して、変化の要因を

考える方法などにより、学習問

題を作ることができるように

する。 

・ 「めあて」と「まとめ」を「問

い」と「答え」の形で設定する

ことで、児童が自分事として、

調べる目的を明確にもてるよ

うにする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 身近にある具体物を多く用いたり、それらを使った体験的な活動を取り入れたりした結

果、興味、関心をもって授業に取り組む児童が増えた。 

・ 学習した図やグラフ、式の変形を用いて自分の考えの根拠を説明する機会を設け、なる

べく多くの表現方法で伝えるように指導した結果、ノートに計算の結果だけでなく、そ

の過程を書こうとする児童が増えた。 

・ 課題把握、見通し、自力解決、集団検討、まとめ、振り返りといった問題解決の流れを

基本として授業を行うことで、児童が見通しをもって学習に取り組み、自ら解決しよう

とする意欲が高まった。 

（２） 課題 

  ・自分の考えを相手に伝える場を授業内で設定し、児童の発言機会を確保したが、話し合

いが深まるまでには時間がかかり、十分に検討するまでには至らないこともあった。話

し合いの方法や目的意識をもたせることが課題である。 

・ 自分の考えを相手に分かりやすく伝えるために、どのように表現すれば良いのかを考え

たり、学習内容に応じて表やグラフなどを活用したりすることができるように指導を行

った。しかし、一時的な理解で終えてしまう児童も多く、同じものでも視点を切り替え

て考えたり、説明の根拠として活用したりすることに課題が残る。 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和４年度結果 令和３年度結果 令和２年度結果 

第４学年 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２割

５分の児童が目標を達成

していない。前年の４年生

と比べて達成率が低くな

っている。 

  

第５学年 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２割

５分の児童が目標を達成

していない。昨年度と比べ

て、目標を達成した児童の

割合が約１割減少した。 

目標値に対する達成率は

約８割５分であり、約１

割５分の児童が目標を達

成していない。 

 

第６学年 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２割

５分の児童が目標を達成

していない。昨年度と比べ

て、目標を達成した児童の

割合が約５分減少した。 

目標値に対する達成率は

約８割であり、約２割の

児童が目標を達成してい

ない。昨年度と比べて、

目標を達成した児童の割

合が約５分減少した。 

目標値に対する達成率は

約８割５分であり、約１

割５分の児童が目標を達

成していない。 

 

 



 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 目標値に対して 2.6 ポイン

ト程度上回っている。しか

し、領域別に見ると「測定」

が比較的ポイントが低く、

生活場面での活用や操作的

活動の充実と反復練習の不

足が理由であると考えられ

る。 

・ 目標値に対して8.3ポイ

ント程度上回っている。

しかし、領域別に見ると

「数と計算」が比較的ポ

イントが低く、式が表し

ていることを説明した

り、考えたことを式で表

したりする経験が十分

ではないことが原因と

して考えられる。 

・ 目標値に対して 3.7 ポイ

ント程度上回っている。

しかし、領域別に見ると

「測定」が比較的ポイン

トが低く、身近なものの

長さを測ったり、時計を

見ながら時間の感覚を身

に付けたりして、日常生

活の中で活用していく経

験が不足していると考え

られる。 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 目標値を 5年は 7.5ポイン

ト、6 年は 4.5 ポイントそ

れぞれ上回っていて、知

識・技能の定着が認められ

る。しかし、出題内容別に

見ると「わり算」の問題が

比較的ポイントが低く、筆

算の仕組みの理解や計算を

正確に行う経験が不十分で

あることが原因として考え

られる。 

・ 目標値を 5年は 15.5 ポ

イント、6年は 4.9ポイ

ントそれぞれ上回って

いる。しかし、領域別に

見るとどちらの学年も

「図形」の問題が比較的

ポイントが低く、具体物

などを使った操作的な

活動や図や式、言葉の対

応を考える機会が不十

分であることが原因と

して考えられる。 

・ 目標値を 5 年は 8.5 ポイ

ント、6年は 3.7ポイント

それぞれ上回っている。

しかし、領域別に見ると

どちらの学年も「データ

の活用」の問題が比較的

ポイントが低く、グラフ

や百分率など学習したこ

とを日常生活の中で活用

していく経験が不足して

いると考えられる。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 基本的な計算について

は、タブレットドリル等

を活用しながら現在の学

習を維持しつつ、具体物

を用いた取組を充実させ

たり、様々な場面で活用

したりすることで、理解

を促し、確実に身に付け

ることができるようにす

る。 

・ 具体物や半具体物を使っ

て考えたり、考えたこと

を図や言葉に直して表現

したりすることができる

場を多く設定する。 

・ 日常生活の中から問題を

設定し、長さや重さなど

の比べ方や測り方などの

身に付けたことを実際に

活用していく場面を意図

的に設定し、算数の有用

性を感じることができる

ようにする。 



 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 式や計算の過程、基本的

な計算を具体物や半具体

物を用いることで、既習

事項と関連付けたり、タ

ブレットドリル等を活用

して計算や測量方法の基

礎基本の定着を図ったり

することで、正確に計算

ができるようにする。 

・ 式や計算の過程につい

て、具体物や半具体物を

使って考えたり、既習事

項と関連付けて考えを整

理したりする機会を増や

すことで、他者が考えた

ことを理解することや分

かったことを自分の言葉

で表現することができる

ようにする。 

・ 日常生活の中から問題を

設定し、長さや重さ、広

さの測定方法や時刻と時

間、棒グラフなどの身に

付けたことを実際に活用

していく場面を意図的に

設定し、算数の有用性を

感じることができるよう

にする。 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 抽象的な内容を具体的な

ものに置き換えて理解し

たり、式や計算の過程、

基本的な計算を具体物や

半具体物を用いること

で、既習事項と関連付け

て考えたりすることがで

きるようにする。 

・ タブレットドリル等を活

用して計算や測量方法の

基礎・基本の定着を図り、

正確に計算ができるよう

にする。 

・ 数学的な活動を通して図

形の性質や特徴について

具体的に理解したこと

を、式や文字を用いて抽

象的に表現したり、他者

が表現したものを自分の

言葉で説明したりする機

会を増やすことで、多角

的に考えることができる

ようにする。 

・ 日常生活の中から問題を

設定し、広さやかさの測

定方法や比べ方、グラフ

や割合などの身に付けた

ことを実際に活用してい

く場面を意図的に設定

し、算数の有用性や活用

することの楽しさを感じ

ることができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 実物に実際に触れたり、生活経験を想起したりするなど、自然事象との出会いの場面を

工夫したことで、問題を発見し、意欲的に問題解決に取り組むことができた。 

・ 指導・助言の工夫をすることで生活体験や既習の学習を想起させることで、予想を立て

ることができる児童が増した。 

 

（２） 課題 

・ 学習を通して知った用語と生活で体験した自然事象が結び付いていないことが課題であ

る。 

・ 児童が自分から予想の根拠を表現することが課題である。 

・ 物質やエネルギーに関わる学習の定着度が低いことが課題である。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和４年度結果 令和３年度結果 令和２年度結果 

第４学年 

目標値に対する達成率は

約７割であり、約３割の

児童が目標を達成してい

ない。前年の４年生に比

べて達成率が低くなって

いる。 

  

第５学年 

目標値に対する達成率は

約６割５分であり、約３

割５分の児童が目標を達

成していない。昨年度と

比べて目標を達成した児

童の割合が約１割５分減

少した。 

目標値に対する達成率は

約８割であり、約２割の

児童が目標を達成してい

ない。 

 

 

第６学年 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２

割５分の児童が目標を達

成していない。昨年度と

比較してほとんど変化が

ない。 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２

割５分の児童が目標を達

成していない。昨年度と

比較してほとんど変化が

ない。 

 

目標値に対する達成率は

約７割５分であり、約２

割５分の児童が目標を達

成していない。 

 

 

 

 



（２） 分析（観点別） 

① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 目標値に対して 1.5ポイン

ト上回っている。しかし領

域別に見ると「光の性質」

「電気の通り道」のポイン

トが比較的低かった。実験

の機会と、用語を正しく理

解して活用したり、反復練

習をしたりする機会が少な

いことによるものと考えら

れる。 

・ 目標値に対して 2.1ポイン

ト上回っている。しかし領

域別に見ると「光の性質」

「磁石の性質」のポイント

が比較的低かった。具体的

な自然事象について、学習

したことを用いて説明した

り、原因と結果を結び付け

て考えたりする機会が少な

いことによるものと考えら

れる。 

・ 目標値に対して 0.7ポイン

ト上回っている。しかし領

域別に見ると「磁石の性質」

のポイントが比較的低く、

特に記述式の問題での無回

答の割合が高かった。自分

の考えに自信をもつことが

できないことによるものと

考えられる。 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 目標値に対して５年生は

0.1ポイント、６年生は 3.1

ポイント上回っている。学

年間で正答率に大きな差が

ある。単元別にみると５年

「電池のはたらき」６年「ふ

りこの性質」の平均正答率

が低かった。実験の機会と、

用語を正しく理解して活用

したり、反復練習をしたり

する機会が少ないことによ

るものと考えられる。 

・ 目標値に対して５年生は

0.3ポイント、６年生は 4.1

ポイント上回っている。学

年間で正答率に大きな差が

ある。単元別にみると５年

「雨水のゆくえ」、６年「ふ

りこの性質」の平均正答率

が低かった。実験の結果か

ら別の実験の予想をする機

会が少ないことによるもの

と考えられる。 

・ 目標値に対して５年生は

0.3ポイント、６年生は 4.4

ポイント上回っている。学

年間で正答率に大きな差が

ある。領域別にみると「物

質・エネルギー」のポイン

トが低く、特に記述式の問

題での無回答の割合が高か

った。自分の考えに自信を

もつことができないことに

よるものと考えられる。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 一人一人が実物を用いて実

験ができるようにし、用語

と具体的な事象を体験的に

結び付けることができるよ

うにする。また、タブレッ

トのシミュレーションソフ

トを活用し、反復練習をさ

せることで、特に「物質・

エネルギー」領域の知識の

定着を図ることができるよ

うにする。 

・ 「物質・エネルギー」領域

を中心に「理科ノートの達

人」を確実に使用させ、説

明の仕方を身に付けさせた

り、生活体験や既習の学習

を想起させたりすること

で、学習したことを基に原

因と結果を結び付けて考え

ることができるようにす

る。 

・ 実験や観察において、自分

の考えを短い文章で表現す

る機会を多く設けて励まし

たり、「理科ノートの達人」

を参照させる機会を設定し

たりすることで、自分の考

えに自信をもつことができ

るようにする。 

 



（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 一人一人が実物を用いて実

験ができるようにし、用語

と具体的な事象を体験的に

結び付けることができるよ

うにする。また、タブレッ

トのシミュレーションソフ

トを活用し、反復練習をさ

せることで、特に、「物質・

エネルギー」領域の知識の

定着を図ることができるよ

うにする。 

・ これまで学習したことにつ

いて表などを用いて整理し

たり、「理科ノートの達人」

を確実に使用させ、表現の

方法を身に付けさせたりす

ることを通して、根拠をも

って実験の結果を予想し、

実験方法を考えさせ、一つ

の実験の結果を基に他の実

験の結果を予想したりする

ことができるようにする。 

・ 実験や観察において、自分

の考えを箇条書きや筋道だ

った文章で表現する機会を

多く設け励ましたり、「理科

ノートの達人」を基に自分

なりの考えをもたせる機会

をより多く設定したりする

ことで、自分の考えに自信

をもつことができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 外国語科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 学校行事や季節行事等と関連させた内容をテーマにすることで、児童が積極的にコミュ

ニケーションをとることができた。 

 児童同士で話す活動を定期的に設けることで、外国語を話す力を伸ばし、学習した表現

を積極的に使うことができた。 

 発表活動後に振り返りを行うことで、次回の活動の目標を自ら考えることができた。 

  

（２） 課題 

 英作文を書く活動の中で技能習得の不十分さが見られるため、書く活動を多く取り入れ

るようにする。 

 児童同士の話す活動の中で、適切なリアクションをしたり、質問をしたりする習慣の不

十分さが見られるため、相づちを打つ、繰り返す、聞き直すなどの表現を習得すること

ができるようにする。また、それらを使うことで、コミュニケーションが円滑になるこ

とに気付くことができるようにする。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率 

 令和４年度結果 

第６学年 
目標値に対する達成率は、約７割５分であり、約２割５分の児童が目標を

達成していない。前年の６年生と比べて５分程度減少している。 

 

（２）分析（観点別） 

 

 ① 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 身近で簡単な話を聞き、

その意味を理解すること

ができている。 

・ 日常会話についての具体

的な情報を聞き取り、そ

の内容を理解する力に課

題がある。 

・ 音声を聞いて、活字体の

小文字を書く活動に慣れ

ていない児童がいる。 

・ 日常生活に関する対話を

聞き、目標や場面、状況

などを推測することがで

きている。 

・ ものの場所を説明する場

面などで、適切な位置を

表す語を選んで文章を完

成させることが難しい。 

・ 例文を参考にしながら、

第三者のことや身近で簡

単な事柄について簡単な

語句や基本的な表現を用

いて主体的に書くことが

できている。 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・道案内をするに際に方向を

表す表現に加え実生活に

密着した建物の名前につ

いても体験的に学習する

ことによって、具体的な情

報を聞きとり、内容を理解

することができるように

する。 

・単元の中で、活字体の小文

字を書く活動を多く設定

する。また、単語練習をす

る際に、アルファベットを

読む活動を取り入れるこ

とで、その文字であるか、

小文字の識別ができるよ

うにする。 

・ものの場所を説明する表現

は、歌やゲーム等を通し

て、繰り返し表現に触れ、

実際に使用して、文章を書

くことができるようにす

る。 

・相手に伝えるなどの目的を

もって、慣れ親しんだ簡単

な語句を用いた例の中か

ら言葉を選んで文章を書

く機会を設定する。 

・活動の途中でよいやり取り

をしているペアを紹介し

たり、表現を書かせたりす

ることで、更に意欲的に取

り組むことができるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 1・２年の両学年で「みてみてひろば」や「わくわくひろば」で活動のきっかけになるこ

とを提示し、児童の生活から学習を始めることができるようにしたことで、児童一人一

人が思いや願いをもってすすんで活動に取り組むことができた。 

・ 繰り返しの活動や対象と関わる時間を十分に確保したり、交流や振り返りの場面でＩＣ

Ｔを活用したりしたことで、気付きの質を高めることができた。 

（２） 課題 

・ 様々な人と関わる機会や、友達と交流する機会を多く設定し、直観的な気付きをもつこ

とができた。しかし、様々な人と交流することや気付きを基に考える場面を多く取り入

れて、考えを広げ、認識を深めることができるようにすることが課題である。 

・ 気付いたことをすすんで表現することができる児童と、一部ではあるが、表現すること

に抵抗がある児童がいた。どの児童も自分の考えをすすんで表現することができるよう

にすることが課題である。 
 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 単元の終末などに、表現

してきたことを基に振り

返る機会を設定すること

で、表現することのよさ

に気付くことができるよ

うにする。 

・ 授業の終わりや単元の終

末に、振り返りの機会を

設定する。人との関わり

による認識の深まりに気

付くことができるように

する。 

 

・ 様々なカードや付箋など

を用意したり、紙芝居や

スライド、劇など表現方

法を例示したりすること

で、考えたことを自分な

りに表現することができ

るようにする。 

・ 友達や地域の人、ゲスト

ティーチャーなどとの交

流の際、ねらいなどを事

前に打ち合わせを十分に

行って授業に臨むように

したりすることで、児童

が考えを広げることがで

きるようにする。 

 

 

・ 様々なカードや材料等を

生活科コーナーに使いや

すく設置したり、使い方な

どを説明したりすること

で、すすんで取り組むこと

ができるようにする。 

・ 友達や地域の人、ゲストテ

ィーチャーなど様々な人

との交流を児童の思いや

願いとつなげて効果的な

タイミングで行うことで、

意欲的に取り組むことが

できるようにする。 

 

 

 

 

 



令和４年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 表示を工夫してわかりやすくしたり、ICT を活用して範奏動画を提示したりして、個々の状

況に合わせた指導をしたことで、技能を身に付けることができた。 

 音楽の仕組みや要素などの知識を身に付けて、音楽を作ったり曲のよさを味わって聴いたり

することができた。 

 いろいろな音の響や組み合わせを試行錯誤し、音楽の要素や仕組みを生かして表現する活動

を取り入れた。多くの児童が発想を工夫して音楽を作ったり表現を工夫することができた。 

（２） 課題 

 演奏技能の定着には個人差があり一部の児童は定着に努力を要している。どの児童も定着を

図ることができるようにスモールステップで学習する流れを作ったり個々の状況に合わせた

りした指導を一層することが課題である。 

 どのように表現したいか考えをもつことについて努力を要する児童がいる。どの児童も考え

をもつことができるようにすることが課題である。 

 一部の児童は楽器決めや音楽をつくることに抵抗を感じている。どの児童も楽しみながら取

り組むことができるように工夫することが課題である。 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 個人指導で、児童の状況

に応じた指導を行ったり

児童同士で教え合う場面

を増やしたりすることで

知識・技能を身に付ける

ことができるようにす

る。 

 例を示すなどして、発想

を音楽づくりにつなげ

られるようにする。 

 ゲームの要素を取り入

れるなどして、楽しみな

がら、音楽づくりに取り

組める活動を増やす。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 児童同士で教え合う場を

増したり、スモールステ

ップで行ったりすること

で知識・技能を習得する

ことができるようにす

る。 

 全体の場で考えを共有

する場を設定するなど

して、友達の実践を参考

にして、どのように表現

したいか考えをもつこ

とができるようにする。 

 範奏したり声掛けをし

たりすることで、楽器選

びなどに意欲をもつこ

とができるようにする。 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 演奏方法を示した動画を

児童のタブレットに配信

し、各自が繰り返し確認

しながら練習できるよう

にすることで、知識・技

能を習得することができ

るようにする。 

 グループ活動や意見共

有の場を設定し、様々な

演奏を体験することを

通して自分がどのよう

に表現したらよいかの

考えをもつことができ

るようにする。 

 個別に声を掛け、できて

いることを褒めてつま

ずいていることを支援

し、自信をもって表現活

動に取り組むことがで

きるようにする。 

 
 



令和４年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 身近な材料から自分で選んで表現する題材を増やしたことにより、主体的に材料にかかわり、

発想や構想を深めることにつながった。 

・ 鑑賞の方法をＩＣＴ機器で作品の記録をとり相互鑑賞の時間に活用するなど増やしたことに

よって、活動や作品を通した友達同士の関わりが増え、造形的な見方・考え方に広がりが見

られた。 

（２） 課題 

・ 図画工作科の学習が好きで、前向きに取り組む児童が多いが、自信をもって表現することが

苦手な児童も多い。自分が発想したことや、活動の中で身に付いた技能を大切にしながら表

現できるようにすることが課題である。 

・ 絵や立体、工作に表す、造形あそび、またその中での鑑賞の活動について、興味の偏りがあ

り、苦手意識をもっている児童がいる。どの学習にも主体的に取り組めるようにすることが

課題である。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 用具の基本的な使い方を覚え

たり、身の回りの材料を児童

が集めたりして、用具や材料

を自分の気持ちや感覚と一体

となって扱うことができるよ

うにする。 

 

・ 造形あそびの活動を十分に

行い、思い付くままに試み

て、楽しく発想や構想するこ

とができるようにする。 

・ 身の回りの材料に十分に触

れたり、身近な作品を見る機

会を増やしたりして、造形的

な見方、考え方に気付くこと

ができるようにする。 

・ 児童の日常的な感覚や

思いを学習内容に取り

入れ、新しい試みを見守

ったり、励ましたりする

ことで表現活動に意欲

的に取り組むことがで

きるようにする。 

・ ねらいにそった活動の

見取り（写真、動画）に

よって、励ましや価値付

けを行い、自信をもつこ

とができるようにする。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 既習事項と新たに学ぶ内容を

関連付け、児童自身が身に付

けた知識・技能を生かすこと

ができるようにする。 

・ 材料の特徴や用具の扱いを児

童の様子に合わせながら伝

え、自分の気持ちや感覚とつ

なげて表現することができる

ようにする。 

・ 失敗を恐れず、繰り返し試し

ていく活動を設定し、自分の

表したいことを見付けられ

るようにする。 

・アイデアスケッチや友達との

交流により、テーマや目的、

用途や機能などについて発

想したことを絵や言葉にし

て表すことができるように

する。 

 

・ 児童の夢や願いを学習

内容に取り入れ、表現活

動に意欲的に取り組む

ことができるようにす

る。 

・ ねらいにそった活動の

見取り（写真、動画）に

よって、励ましや価値付

けを行い、自信をもつこ

とができるようにする。 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 材料や用具を活用して、これ

までの経験や技能を総合的に

生かすことができる題材を設

定し、表現方法を組み合わせ

られるようにする。 

・ 手ごたえのある材料や活動を

取り入れることで、手などの

力強さや巧みさを生かす。 

 

・ ワークシートを活用して発

想を広げたり、納得するまで

表現方法を試すことができ

るようにしたりして、児童の

表したい主題が明確になる

ようにする。 

・ ＩＣＴ機器を活用して表現

と鑑賞を関連付けて行い、自

分や友達の表現のよさを十

分に感じ、造形的な見方や感

じ方を広げることができる

ようにする。 

・ おおまかな学習の流れ

を示し、児童が自分で計

画をたて主体的に進め

られるようにする。 

・ ねらいにそった活動の

見取り（写真、動画）に

よって、励ましや価値付

けを行い、自信をもって

自分の生活の中の造形

につなげることができ

るようにする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和４年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 実践的・体験的な活動をする際に、大型テレビに縫い方の動画を繰り返し流しておくこ

とで、自分自身でやり方を確認したり、個別の支援が必要な児童に優先的に声を掛けた

りすることができ、技術面の向上につながった。 

・ 家庭との連携を図ったことで、技術面に難しさを感じていた児童も、縫い方や調理の行

程を理解することができ、主体的に活動しようとする児童が増えた。 

  

（２） 課題 

・ 引き続き、ＩＣＴ機器等を効果的に活用するなどして、よりよい生活をするための知

識・技能を身に付けることができるようにすることが課題である。 

・ 問題解決的な学習を取り入れ、一人一人が生活の中から課題を見付けることができるよ

うにしたり、よりよい生活をしようとする意欲や能力を伸ばせるような活動や行う場面

を設定したりすることが課題である。 

 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

〇高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・ 既習事項を児童が繰り

返し確認できるように

タブレットによる動画

や資料を用意するなど、

ＩＣＴ機器等を活用し

て、各家庭でも取り組

み、学習したことを身に

付けることができるよ

うにする。 

・ 学んだ知識や身に付け

た技能を各家庭や他教

科の学習の中で実践で

きるように課題を与え

るなどすることで、知識

や技能の定着を図る。 

・ 実践したことや考えを

共有する機会を設ける

ことで、自分に合った方

法を考えることができ

るようにする。 

・ 自分の身近な家庭生活

や学校生活を振り返る

機会を題材の導入に必

ず設定することで、改善

すべき点や生活の中で

の課題を見付けること

ができるようにする。 

・ 身に付けた知識・技能の

有用性を感じられるよ

うに、家庭で実践したこ

とを報告する機会や場

面を設け、家族や周囲の

人に生かす機会や認め

られる経験を多くもた

せることで、よりよい生

活をしようとする意欲

をもたせるようにする。 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立久原小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 教師が、技や動きのポイントを理解して教材、教具、場の工夫をすることで、児童が楽

しんで運動に取り組んだり、達成感を得たりする姿が見られた。 

・ 技や動きのポイント、毎回のめあてを学習カードや掲示等で分かりやすく提示すること

で、児童が自己の課題とその解決に向けて、意識しながら取り組む姿が見られた。 

（２） 課題 

・ 引き続き、教師が、技や動きのポイントを理解して教材、教具、場の工夫をすることで、

児童が、自己の課題に適した活動を選んだり、工夫したりできるようにする。 

・ ペアやグループでの対話の機会を設けることで、自己の課題解決に適した活動になって

いるかを再検討したり、新しい課題に気付いたりできるようにする。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 指導方法や教材を工夫

し、遊びの中で身に付け

させたい動きを経験で

きるようにする。児童が

伸び伸びやってみる時

間を多く確保し、運動の

楽しさに触れながら、

様々な動きを身に付け

られるようにする。 

・ 楽しく運動できる場

や用具を用いること

で、自分に合った場や

遊び方を選ぶことが

できるようにする。 

・ 友達のよい動きを見

付けることができる

ようにするために、見

合う時間を確保し、考

えたことを伝える機

会を設定する。 

・ きまりを守り、誰とでも

仲よく運動に取り組める

ように認めたり、励まし

たりする声掛けを行う。

体育指導補助員と連携し

て、指導を分担すること

で一人一人が安全に、楽

しく運動に取り組むこと

ができるようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 各単元での技能のポイ

ントを明確にし、映像や

模範等で示すことで、単

元ごとの運動の行い方

を理解できるようにす

る。また、スモールステ

ップで取り組むことが

できるような場の工夫

をし、それぞれの課題を

解決できるようにする。 

・ 児童一人一人がまず

は、明確なめあてをも

ち、学習に取り組むこ

とができるように学

習カードを活用する。

また、チームや友達同

士で交流する機会を

増やし、仲間ととも

に、自分たちの課題を

解決していけるよう

にする。 

・ 児童の取り組みを認める

声掛けや児童一人一人の

課題に合った支援の声掛

けを行い、「できる」楽し

さを感じることができる

ようにする。また、児童

の実態に合わせてルール

を工夫し、誰もが運動の

特性を味わいながら楽し

める授業を展開し、意欲

的に取り組めるようにす

る。 

 

 



 

 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 各単元での技能ポイン

トを明確にした資料の

掲示をすることで、単元

ごとの運動の行い方を

理解することができる

ようにする。また、運動

に苦手意識をもつ児童

もスモールステップで

取り組める場の工夫を

展開し、それぞれの児童

が自己の課題を解決で

きるようにする。 

・ 学習カードを活用し、

毎回の授業で自己の

課題とその解決に向

けた取り組みを考え

られるようにする。ま

た、ペアやグループの

活動を増やし、友達同

士で課題を話し合わ

せ、解決していけるよ

うにする。 

 

・ 児童一人一人の課題に合

った声掛けを教師が行う

と共に、児童同士が課題

を協働的に解決する活動

を通して、「わかる」「で

きる」楽しさを味わわせ、

意欲的に取り組めるよう

にする。また、児童の実

態に合わせてルールを工

夫して、その運動の特性

を味わいながら、意欲的

に活動に取り組むことが

できるようにする。 

 

 


